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いずれの種においても， 混芽中の花芽は固有の鱗片2枚をもち， 葉芽は固有の鱗片3-

6 枚でかこまれ， さらに両芽は混芽の鱗片でおおわれている。 この結果から， 混芽の構造

に関して， 両節の間には差異がないといえよう。
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